
生成ＡＩを活用した家庭分野の授業づくり

～家庭分野における資質・能力の育成を目指して～



指導主事が考える「生成AIを活用した授業づくりのポイントと留意点」 

ファクトチェックの 
習慣化 

 ・AIのハルシネーション   （嘘）を前提とする。  ・「学習指導要領」を最終       確認の拠り所にする。 

情報モラルの育成 
（人間中心） 

・AIの回答を鶏吟みにしない。 
・最終的な決定権と責任は 
 「自分」にあることを指導。 

教員は 
ファシリテーターに 

・「正解を教える存在」から 
 「AIとの対話を深めさせる 
  伴走者」へ。 
・声かけ例 
 「その変更、すごくいいね」 
 「どうしてそうしたの？」 

 ⒠ Notebook⒠ 





これらの資料の
データは

GoogleClassroom

現在のClassから
ダウンロード可能





人間中心の生成ＡＩの活用

「本当にそうなのかな」
ＡＩの提案を受けて、より考えることが求められる

【さらに考える】
生成ＡＩをうまく使いながら、学びにつなげる

人間が「考える力」を大切に

「自分の生活は、どうなんだろう」



＝ の目標や内容の実現

個別最適な学び
協働的な学び

調理・製作など
実践的・体験的な学習
を通して

問題解決的
な学習

生成ＡＩの活用
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学習指導要領解説 四角囲みをプロンプトへ

Ｐ.86



なぜ、調理計画の改善に「生成AI」を活用するのか
【従来】教師一人での見取りの限界

・生徒全員(100名以上)の調理計画を確認するのは困難
・フィードバックが授業後になりがち

【AI活用】個別最適な学習空間の創出

・全員に「個別専属の調理計画アドバイザー」がつく

・即時的フィードバック (付箋) により、その場で思考を深める
・答えではなく「問い」を返し、自己調整力を育成

AI
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生成AI 「Gem」の活用例





Gemを実際に使ってみましょう
答えではなく「改善のヒント」を見る

①GoogleClassroomからGemを開く
②調理計画を入力する
③改善のヒントを確認する
④自分の調理計画を見直す



改善の視点についての指示➀：調理の効率性 

同時進行の提案 
「煮物を加熱している間に、
汁物の具材を切る」といった
並行作業を可視化し、時間を

有効活用する。 

手順の最適化 
洗い物を減らす順番や、
加熱器具を効率よく使う
動線を提案し、調理のス

トレスを軽減する。 

1人調理への適応 
限られた調理スペースと
器具で、無駄なく仕上げ

る方法を考える。 

中学生が1人で1食分を調理する場合を想定し、
最適なワークフローを提案させる。 



改善の視点についての指示➁：科学的根拠 
「なぜ」を理解した上での調理の仕方 

手順の暗記ではなく、 
科学的な裏付けに基づいたアドバイスをさせる。 

• だしの取り方：なぜ、昆布は沸騰直前に取り出すのだろうか。 
• たんぱく質の変化：なぜ、鶏肉は最初に入れるのだろうか。 
• 調味の順序：なぜ、この順に調味料を入れるのだろうか。 



改善の視点についての指示➂： 
地域の食材を用いた和食の調理 

「ふしめん汁」と地産地消 

徳島県の伝統的な味、地域の食への理解 

混合だし等、料理に適しただしの取り方 

地域又は季節の食材のよさ 

食文化を伝える役割 



AIとの対話が支える個別最適な学び

壁打ち相手としての生成AIの活用
授業者の先生が、一人一人に助言するのではなく、

AIがヒントを提供し、学びをサポートする。

AIは答えを与える存在ではなく、
生徒の「思考」を引き出し、
教師の「時間」を捻出する。


